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被験者は 18〜30歳までの介助者役(Care giver :CG)と被介助者役(Care receiver: 
CR)の 15組 30名とした。C Gと C Rのペアは同性とし、体重の軽い方をC Rとした。実 
験課題は、徒手および立位補助機使用によるべッドから車いすへの移乗介助（前者を 
[徒 手 ]、後 者 を [機 器 ])と し 、その順で交互に休憩を挟んで各々3 回行わせた。 
実験本題前に、医師による問診、説明と同意取得を行い、移乗介助を十分練習させて 
から、基準姿勢時の実効筋電位（以下、RVC)測定のための姿勢をとらせた。各課題終 
了 直 後 に C Gと C Rの負担感を修正ボルグスケールにて回答させた。C GとC Rの心拍数 
及 び C Gの左右の肩と腰部の表面実効筋電図を測定した。表面筋電図は、解析時間中 
の実効筋電位の95%ile値を RVCで除 し％RVCを算出した。 [機器]での負担感、心拍 
数中央値、4 力所の％RVCを[徒手]でのそれらと統計学的に比較した。
【結果 i
課題遂行が適切であった13組を解析した。負担感について、C Gで小さい 10人、同 
じ3 人で有意差あり、C Rで小さい4 人、同じ 5 人、大きい4 人で有意差なし。心拍数 
について、C Gで小さい 1 人、大きい 12人で有意差あり、C Rで小さい 10人、大きい 
3 人で有意差なし。筋電位については、測定ミスがあり12人で解析した。各部位の3 





は、C Gが主として右上肢を使ってC Rを抱え上げたことにより、右の肩の負担が大き 
くなったと考えられた。立位補助機がC Rの泡え上げを行いC Rの本重がC Gにかから 
ず、 [徒手]の荷重負荷がほとんど消失し、C Gの負担感および肩と腰の筋負担が軽減 
した。立位補助機使用は、上肢や腰部の筋骨格系障害の予防に有用であると考えられ 
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